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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】感染症の流行予防のための適切な処理を行うこ
とが可能な情報処理装置を提供する。
【解決手段】情報処理装置は、音取得装置１２が取得し
た音から、身体からの生理的な音（くしゃみ、せき、鼻
をすする音、鼻をかむ音）を抽出する抽出部３４と、前
記抽出部の抽出結果に基づいて、集団の体調情報を生成
する生成部４４と、を備えている。更に前記音取得装置
が音を取得している範囲の少なくとも一部を撮像する撮
像装置１６から画像を取得する画像取得部３６を備えて
いてもよい。この場合、前記画像取得部が取得した画像
から得られるマスクの着用に関する情報を抽出する画像
抽出部３８を備えていてもよい。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音取得装置が取得した音から、身体からの生理的な音を抽出する抽出部と、
　前記抽出部の抽出結果に基づいて、集団の体調情報を生成する生成部と、を備えたこと
を特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　音取得装置が取得した音から、身体からの生理的な音を抽出する抽出部と、
　環境に関する情報を抽出する環境抽出部と、
　前記抽出部と、前記環境抽出部との抽出結果を記憶する記憶部と、を備えたことを特徴
とする情報処理装置。
【請求項３】
　前記音取得装置が音を取得している範囲の少なくとも一部を撮像する撮像装置から画像
を取得する画像取得部を備えたことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記画像取得部が取得した画像から得られるマスクの着用に関する情報を抽出する画像
抽出部を備えたことを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記撮像装置は、赤外線カメラを含み、
　前記赤外線カメラにより撮像された画像から抽出される人の体温に関する情報を抽出す
る体温抽出部を備えたことを特徴とする請求項３又は４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記身体からの生理的な音には、くしゃみ、せき、鼻をすする音、鼻をかむ音の少なく
とも１つが含まれることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の情報処理装置
。
【請求項７】
　前記身体からの生理的な音のパターンを格納するメモリを備え、
　前記抽出部は、前記メモリに格納されている前記パターンを用いて、前記身体からの生
理的な音を抽出することを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の情報処理装置
。
【請求項８】
　前記音取得装置が音を取得している範囲又は当該範囲の近傍の情報を外部情報源から取
得する情報取得部を備えることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の情報処
理装置。
【請求項９】
　前記情報取得部が取得する情報は、感染症流行情報、花粉飛散情報、及び気温情報、湿
度情報の少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記生成部により生成される前記集団の体調情報に基づいて、被制御機器を制御する制
御部を備える請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　音取得装置が取得した音から、身体からの生理的な音を抽出する第１抽出部と、
　環境に関する情報を抽出する第２抽出部と、
　前記第１、第２抽出部の抽出結果に基づいて、被制御機器を制御する制御部と、を備え
る情報処理装置。
【請求項１２】
　前記第２抽出部は、前記音取得装置が音を取得している範囲の環境と、前記音取得装置
が音を取得していない範囲の環境との少なくとも１つの環境を抽出する請求項１１に記載
の情報処理装置。
【請求項１３】
　身体からの生理的な音に起因した物理量を検出する第１検出部と、
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　前記第１検出部が検出した結果を報知する報知部と、を備えたことを特徴とする情報処
理装置。
【請求項１４】
　位置情報を検出する位置検出部を備えたことを特徴とする請求項１３に記載の情報処理
装置。
【請求項１５】
　時間情報を検出する第２検出部を備えたことを特徴とする請求項１３又は１４記載の情
報処理装置。
【請求項１６】
　前記第１検出部は加速度センサを有していることを特徴とする請求項１３～１５のいず
れか一項に記載の情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、感染症拡大に対する対応策に関する技術が種々提案されている。例えば、特
許文献１は、人を収容する空間の特定位置にエアーカーテンを発生させ、部分的なエリア
を対象に感染防止対策を施すというものである。また、特許文献２は、感染症が流行した
時に病原体が建物や部屋の中に進入するのを防止するため、建物等への入場時に感染者で
あるかどうかを判別し、入場規制を行うことで病原体が建物等の内部に進入するのを防止
するというものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－３０７１９号公報
【特許文献２】特開２０１０－１２８９７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の技術では、既に感染症に感染している人からの感染を防止する措
置を講じているのみであるため、感染症が流行する前に予防的に注意を促したり、感染症
が流行する前に必要に応じた対処を行ったりすることは困難であった。
【０００５】
　本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであり、感染症の流行予防のための適切な処
理を行うことが可能な情報処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の情報処理装置は、音取得装置（１２）が取得した音から、身体からの生理的な
音を抽出する抽出部（３４）と、前記抽出部の抽出結果に基づいて、集団の体調情報を生
成する生成部（４４）と、を備えている。
【０００７】
　また、本発明の情報処理装置は、音取得装置（１２）が取得した音から、身体からの生
理的な音を抽出する抽出部（３４）と、環境に関する情報を抽出する環境抽出部（４２）
と、前記抽出部と、前記環境抽出部との抽出結果を記憶する記憶部（５１、５２）と、を
備えている。
【０００８】
　本発明の情報処理装置では、前記音取得装置が音を取得している範囲の少なくとも一部
を撮像する撮像装置（１６）から画像を取得する画像取得部（３６）を備えていてもよい
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。この場合、前記画像取得部が取得した画像から得られるマスクの着用に関する情報を抽
出する画像抽出部（３８）を備えていてもよい。また、前記撮像装置は、赤外線カメラ（
１８ａ）を含み、前記赤外線カメラにより撮像された画像から抽出される人の体温に関す
る情報を抽出する体温抽出部（４０）を備えていてもよい。
【０００９】
　本発明の情報処理装置では、前記身体からの生理的な音には、くしゃみ、せき、鼻をす
する音、鼻をかむ音の少なくとも１つが含まれていてもよい。また、前記身体からの生理
的な音のパターンを格納するメモリ（５０）を備え、前記抽出部は、前記メモリに格納さ
れている前記パターンを用いて、前記身体からの生理的な音を抽出することとしてもよい
。また、前記音取得装置が音を取得している範囲又は当該範囲の近傍の情報を外部情報源
（７０）から取得する情報取得部（４２）を備えていてもよい。この場合、前記情報取得
部が取得する情報は、感染症流行情報、花粉飛散情報、及び気温情報、湿度情報の少なく
とも１つを含んでいてもよい。
【００１０】
　また、生成部を有する本発明の情報処理装置では、前記生成部により生成される前記集
団の体調情報に基づいて、被制御機器（６０）を制御する制御部（４６）を備えていても
よい。
【００１１】
　また、本発明の情報処理装置は、音取得装置（１２）が取得した音から、身体からの生
理的な音を抽出する第１抽出部（３４）と、環境に関する情報を抽出する第２抽出部（４
２）と、前記第１、第２抽出部の抽出結果に基づいて、被制御機器（６０）を制御する制
御部と、を備えている。
【００１２】
　この場合において、前記第２抽出部は、前記音取得装置が音を取得している範囲の環境
と、前記音取得装置が音を取得していない範囲の環境との少なくとも１つの環境を抽出す
ることとしてもよい。
【００１３】
　また、本発明の情報処理装置は、身体からの生理的な音に起因した物理量を検出する第
１検出部（２７４）と、前記第１検出部が検出した結果を報知する報知部（２６０，２１
０）と、を備えている。
【００１４】
　この場合において、位置情報を検出する位置検出部（２７２）を備えていてもよい。ま
た、時間情報を検出する第２検出部（２３０）を備えていてもよい。また、前記第１検出
部は加速度センサ（２７４）を有していてもよい。
【００１５】
　なお、本発明をわかりやすく説明するために、上記においては一実施形態を表す図面の
符号に対応つけて説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、後述の実施形
態の構成を適宜改良しても良く、また、少なくとも一部を他の構成物に代替させても良い
。更に、その配置について特に限定のない構成要件は、実施形態で開示した配置に限らず
、その機能を達成できる位置に配置することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の情報処理装置は、感染症の流行予防のための適切な処理を行うことができると
いう効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】一実施形態に係る情報処理システムの構成を示す図である。
【図２】情報入出力部が学校に設置された場合の例を示す図である。
【図３】情報処理装置のハードウェア構成を示す図である。
【図４】情報処理装置の機能ブロック図である。
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【図５】図５（ａ）は、パターンテーブルを示す図であり、図５（ｂ）は、特定音データ
ＤＢを示す図である。
【図６】図６（ａ）は、環境データＤＢを示す図であり、図６（ｂ）は、生成データＤＢ
を示す図である。
【図７】生成部の処理を示すフローチャート（その１）である。
【図８】生成部の処理を示すフローチャート（その２）である。
【図９】図９（ａ）は携帯端末の概要図であり、図９（ｂ）は携帯端末のブロック図を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、一実施形態に係る情報処理システムについて、図１～図８に基づいて、詳細に説
明する。図１には、情報処理システム１００の構成がブロック図にて示されている。この
情報処理システム１００は、学校や役所、図書館、ショッピングセンタ、コンサートホー
ルなどの人が集まる建物内において、感染症（例えば、季節性インフルエンザ、新型イン
フルエンザ、ＳＡＲＳ（Severe Acute Respiratory Syndrome：重症急性呼吸器症候群）
など）の流行が拡大する前に、予防的に注意を促したり、必要に応じた対応を行うもので
ある。なお、本実施形態では、情報処理システム１００が学校に適用された場合について
説明するものとする。
【００１９】
　情報処理システム１００は、図１に示すように、１又は複数の情報入出力部１０と、情
報処理装置３０と、１又は複数の被制御機器６０と、１又は複数の情報提供装置７０と、
を備える。これらのうち、情報処理装置３０と、情報提供装置７０とは、インターネット
などのネットワーク８０に接続されている。
【００２０】
（情報入出力部１０）
　情報入出力部１０は、図２に示すように、学校の各階の廊下や階段の踊場などにおいて
、天井部に設けられるユニットであるものとする。なお、情報入出力部１０を各教室に設
けても構わない。この情報入出力部１０は、図１に示すように、マイク１２と、スピーカ
１４と、撮像装置１６と、温度計２０と、湿度計２２と、を有する。
【００２１】
　マイク１２は、学校内の音、音声を集音するものである。マイク１２において集音され
た音のデータは、情報処理装置３０に対して入力される。スピーカ１４は、学校内で感染
症が流行する可能性がある場合に、予防的な注意を促すアナウンスを行うためのものであ
る。
【００２２】
　撮像装置１６は、マイク１２が集音している範囲の少なくとも一部を撮像する装置であ
り、図４に示すように、赤外線カメラ１８ａと、カメラ１８ｂとを有しているものとする
。赤外線カメラ１８ａは、学校内に存在する人の体表面温度を測定するためのカメラ（赤
外線サーモグラフィ装置）である。カメラ１８ｂは、撮影レンズ、ＣＣＤ（Charge Coupl
ed Device）やＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）などの撮像素子、
及び撮像素子を制御する制御回路などを有する。カメラ１８ｂは、学校内の様子を静止画
または動画により撮像する。なお、カメラ１８ｂは、赤外線カメラ１８ａにより温度が所
定温度（３５℃）以上の物体（人）が撮像された場合に、撮像を開始することとしてもよ
い。赤外線カメラ１８ａとカメラ１８ｂにより撮像された画像は、画像取得部３６に入力
される。
【００２３】
　温度計２０は、学校内の温度を測定する。また、湿度計２２は、学校内の湿度を測定す
る。なお、温度計２０と湿度計２２は一体構造の温湿度計であってもよい。
【００２４】
（情報処理装置３０）
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　情報処理装置３０は、情報入出力部１０で取得された情報や情報提供装置７０から情報
を取得し、これらの情報に基づいて、被制御機器６０を制御したり、スピーカ１４からの
報知を行ったりする装置である。なお、情報処理装置３０は、学校内に設置されてもよい
し、データセンタなどに設置されてもよい。図３には、情報処理装置３０のハードウェア
構成が示されている。この図３に示すように、情報処理装置３０は、ＣＰＵ９０、ＲＯＭ
９２、ＲＡＭ９４、記憶部（ここではＨＤＤ（Hard Disk Drive））９６、ネットワーク
インタフェース９７、可搬型記憶媒体用ドライブ９９等を備えている。情報処理装置３０
の構成各部は、バス９８に接続されている。ネットワークインタフェース９７としては、
無線／有線ＬＡＮ、ＵＳＢ、ＨＤＭＩ、Bluetooth（登録商標）などの様々な接続規格を
採用することができる。情報処理装置３０では、ＲＯＭ９２あるいはＨＤＤ９６に格納さ
れているプログラム、或いは可搬型記憶媒体用ドライブ９９が可搬型記憶媒体９１から読
み取ったプログラムをＣＰＵ９０が実行することにより、図４の各部の機能が実現される
。
【００２５】
　図４には、情報処理装置３０の機能ブロック図が示されている。この図４に示すように
、情報処理装置３０では、ＣＰＵ９０がプログラムを実行することにより、音声取得部３
２、特定音抽出部３４、画像取得部３６、特定画像抽出部３８、体温抽出部４０、環境デ
ータ抽出部４２、生成部４４、制御部４６としての機能を実現する。なお、図４では、Ｈ
ＤＤ９６等に格納されているパターンテーブル５０、特定音データＤＢ５１、環境データ
ＤＢ５２、生成データＤＢ５４についても図示がされている。
【００２６】
　音声取得部３２は、マイクで集音された音、音声のデータを取得し、特定音抽出部３４
に対して送信する。
【００２７】
　特定音抽出部３４は、パターンテーブル５０に基づいて、音声取得部３２で集音された
音、音声のデータから、特定音を抽出し、当該特定音の数（回数）を取得する。また、特
定音抽出部３４は、所定時間内における特定音の回数のデータを特定音データＤＢ５１に
格納する。ここで、特定音は、人の身体からの生理的な音であり、例えば、咳、くしゃみ
、鼻をすする音、鼻をかむ音であるものとする。なお、パターンテーブル５０には、図５
（ａ）に示すように、咳、くしゃみ、鼻をすする音、鼻をかむ音の特徴（例えば、音圧の
時間変化や周波数など）が定義されているものとする。なお、例えば咳であれば、突発的
で瞬間的な音圧の増加などの特徴がパターンテーブル５０に定義される。また、特定音デ
ータＤＢ５１は、図５（ｂ）に示すように、日時と、咳、くしゃみ、鼻をすする音、鼻を
かむ抽出頻度（例えば、１分あたりの回数）と、が格納される。なお、特定音データＤＢ
５１には、抽出頻度に代えて抽出回数が格納されてもよい。なお、本実施形態では、学校
内に設けられた全てのマイクで集音された音のデータから抽出された特定音の抽出回数を
合計して、特定音データＤＢ５１に格納するものとする。ただし、これに限らず、全ての
マイクで集音された音のデータから抽出された特定音の抽出回数を平均して、特定音デー
タＤＢ５１に格納してもよい。
【００２８】
　画像取得部３６は、撮像装置１６（赤外線カメラ１８ａ、カメラ１８ｂ）により撮像さ
れた画像を取得し、カメラ１８ｂにより撮像された画像を特定画像抽出部３８に送信する
とともに、赤外線カメラ１８ａにより撮像された画像を体温抽出部４０に送信する。
【００２９】
　特定画像抽出部３８は、カメラ１８ｂにより撮像された画像から、マスクの着用に関す
る情報、例えばマスクを着用している人の数、割合等を抽出する。この場合、特定画像抽
出部３８は、マスクの画像やマスクを着用している人の画像（テンプレート画像）を用い
た、テンプレートマッチングにより、マスクの着用に関する情報を抽出する。特定画像抽
出部３８で抽出された情報は、生成部４４に対して入力される。なお、本実施形態では、
学校内に設けられた各カメラ１８ｂで撮像された画像から抽出されるマスク着用数を合計
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又は平均して、生成部４４に対して入力してもよいし、学校内に設けられた各カメラ１８
ｂで撮像された画像から抽出されるマスク着用率を平均して、生成部４４に対して入力し
てもよい。
【００３０】
　なお、特定画像抽出部３８は、マスクの着用に関する情報を、赤外線カメラ１８ａによ
り撮像された画像の口周辺の温度差に基づいて抽出することもできる。このような場合に
は、カメラ１８ｂを情報入出力部１０から省略してもよい。カメラ１８ｂを省略した場合
、人の画像（見たままの状態の画像）を撮像しなくなるので、プライバシ保護を図ること
が可能となる。
【００３１】
　体温抽出部４０は、赤外線カメラ１８ａにより撮像された画像から、体温が所定値（例
えば、３８℃）以上である人の数や割合を抽出し、生成部４４に対して入力する。なお、
本実施形態では、学校内に設けられた各赤外線カメラ１８ａで撮像された画像から抽出さ
れる体温の高い人の数を合計又は平均して、生成部４４に対して入力してもよいし、学校
内に設けられた各赤外線カメラ１８ａで撮像された画像から抽出される体温の高い人の割
合を平均して、生成部４４に対して入力してもよい。
【００３２】
　環境データ抽出部４２は、温度計２０、湿度計２２、及び情報提供装置７０から情報を
取得又は抽出して、環境データＤＢ５２に格納する。環境データＤＢ５２は、図６（ａ）
に示すようなデータベースであり、データを取得した日時又はデータが発表された日時が
入力される「日時」、インフルエンザなどの感染症の流行情報の有無や花粉の飛散状況が
入力される「近隣市町村の感染症流行情報」、「自市町村の感染症流行情報」、「花粉飛
散情報」、室内外の温度、湿度が入力される「室内温度情報」、「室内湿度情報」、「室
外温度情報」、「室外湿度情報」の各フィールドを有している。環境データ抽出部４２は
、室内温度情報を温度計２０から取得し、室内湿度情報を湿度計２２から取得し、それ以
外の情報を情報提供装置７０から取得する。なお、室内温度情報は、学校内に設けられた
各温度計２０の値を平均した値であるものとする。また、室内湿度情報は、学校内に設け
られた各湿度計２２の値を平均した値であるものとする。
【００３３】
　生成部４４は、特定音データＤＢ５１から読み出した特定音の回数や頻度、特定画像抽
出部３８から入力されたマスクの着用数や割合、体温抽出部４０から抽出された体温が所
定値以上の人の数や割合、及び環境データＤＢ５２に基づいて、感染症の流行可能性を示
すスコアを算出したり、被制御機器６０やスピーカの制御の必要性を判定したりする。生
成部４４は、感染症の流行可能性を示すスコアや制御の必要性を生成データＤＢ５４に格
納する。生成データＤＢ５４は、図６（ｂ）に示すように、データを生成した日時が入力
される「日時」、感染症の流行可能性を示すスコアが入力される「スコア」、被制御機器
６０の制御情報が入力される「空気清浄機」、「加湿器」、「エアコン」、スピーカの制
御の必要性が入力される「注意情報報知」の各フィールドを有している。
【００３４】
　制御部４６は、生成データＤＢ５４に基づいて、被制御機器６０を制御する。
【００３５】
（被制御機器６０）
　被制御機器６０は、空気清浄機、加湿器、エアコンなどの機器である。空気清浄機は、
空気中に浮遊する細かい粒子（例えば、粉塵や花粉、ハウスダスト）を取り除く装置であ
る。空気清浄機としては、ＨＥＰＡフィルタやＵＬＰＡフィルタを有するファン式や、電
気集塵式、イオン式のいずれの方式の装置を用いてもよい。加湿器は、学校内の湿度を高
くすることができればよく、その方式は、気化式、水噴霧式、蒸気式のいずれであっても
よい。エアコンは、学校内の温度を調整するための装置である。なお、被制御機器６０と
しては、上記機器が組み合わさったもの（例えば、空気清浄機能を有するエアコンなど）
を用いることとしてもよい。
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【００３６】
（情報提供装置７０）
　情報提供装置７０は、保健所、市役所が保有する端末やサーバ、及び気象庁や気象協会
が保有する端末やサーバなどを含む。保健所、市役所が保有する端末やサーバは、市町村
における感染症の流行情報を提供する。また、気象庁や気象協会が保有する端末やサーバ
は、各地における花粉（スギ、ヒノキ、ブタクサ、イネ、シラカバなど、人の免疫力を低
下させる花粉）の飛散情報を提供したり、各地の気温や湿度を提供したりする。
【００３７】
　次に、図７、図８に基づいて、情報処理装置３０の生成部４４の処理について説明する
。図７、図８の処理は、所定時間毎に（例えば、１日２回など）行われる処理であるもの
とする。なお、感染症の流行可能性を示すスコア（値が大きいほど感染症の流行可能性が
高い）は初期値０に設定されているものとする。
【００３８】
　本処理では、まず、図７のステップＳ１０において、生成部４４が、特定音データＤＢ
５１から取得した咳、くしゃみ等の回数や頻度が、閾値Ａを超えているか否かを判断する
。ここでの判断が肯定された場合には、ステップＳ１２に移行し、否定された場合には、
ステップＳ１２を経ずにステップＳ１４に移行する。
【００３９】
　ステップＳ１２に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ａを加算する。咳等の回数
や頻度が高い場合ほど、感染症の流行可能性が高いといえるからである。この場合の値ａ
は固定値であってもよいし、咳やくしゃみなどの回数や頻度に応じて変動する変動値であ
ってもよい。ステップＳ１２の処理が終了するとステップＳ１４に移行する。
【００４０】
　ステップＳ１４では、生成部４４が、特定画像抽出部３８から入力されたマスク着用率
が、閾値Ｂを超えているか否かを判断する。ここでの判断が肯定された場合には、ステッ
プＳ１６に移行し、否定された場合には、ステップＳ１６を経ずにステップＳ１８に移行
する。
【００４１】
　ステップＳ１６に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｂを加算する。マスク着用
率が高い場合ほど、感染症の流行可能性が高いといえるからである。この場合の値ｂは固
定値であってもよいし、マスク着用率に応じて変動する変動値であってもよい。ステップ
Ｓ１６の処理が終了するとステップＳ１８に移行する。
【００４２】
　ステップＳ１８では、生成部４４が、体温抽出部４０から入力された体温が所定値（例
えば３８℃）以上の人の率（体温が高い人の率）が閾値Ｃ以上であるか否かを判断する。
ここでの判断が肯定された場合には、ステップＳ２０に移行し、否定された場合には、ス
テップＳ２０を経ずにステップＳ２２に移行する。
【００４３】
　ステップＳ２０に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｃを加算する。体温が高い
人の率が高い場合ほど、感染症の流行可能性が高いといえるからである。この場合の値ｃ
は固定値であってもよいし、体温が高い人の率に応じて変動する変動値であってもよい。
ステップＳ２０の処理が終了するとステップＳ２２に移行する。
【００４４】
　ステップＳ２２では、生成部４４が、環境データＤＢ５２を参照して最新の近隣市町村
の感染症情報が「あり」になっているか否かを判断する。ここでの判断が肯定された場合
には、ステップＳ２４に移行し、否定された場合には、ステップＳ２４を経ずにステップ
Ｓ２６に移行する。
【００４５】
　ステップＳ２４に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｄを加算する。近隣市町村
で感染症情報がある場合ほど、感染症の流行可能性が高いといえるからである。この場合
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の値ｄは固定値であってもよいし、例えば、環境データＤＢ５２に感染症情報が「あり」
の近隣市町村数や割合、感染症の種別などの情報が記録されている場合には、値ｄとして
それらの情報に応じて変動する変動値を用いてもよい。ステップＳ２４の処理が終了する
とステップＳ２６に移行する。
【００４６】
　ステップＳ２６では、生成部４４が、環境データＤＢ５２を参照して最新の自市町村の
感染症情報が「あり」になっているか否かを判断する。ここでの判断が肯定された場合に
は、ステップＳ２８に移行し、否定された場合には、ステップＳ２８を経ずに図８のステ
ップＳ３０に移行する。
【００４７】
　ステップＳ２８に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｅを加算する。自市町村で
感染症情報がある場合ほど、感染症の流行可能性が高いといえるからである。この場合の
値ｅは固定値であってもよいし、感染症の種別などの情報に応じて変動する変動値であっ
てもよい。ステップＳ２８の処理が終了するとステップＳ３０に移行する。
【００４８】
　ステップＳ３０では、生成部４４が、環境データＤＢ５２を参照して最新の花粉飛散情
報が「多」になっているか否かを判断する。ここでの判断が肯定された場合には、ステッ
プＳ３２に移行し、否定された場合には、ステップＳ３２を経ずにステップＳ３４に移行
する。
【００４９】
　ステップＳ３２に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｆを加算する。花粉飛散量
が多いほど人の免疫力は低下するため、感染症の流行可能性が高いといえるからである。
この場合の値ｆは固定値であってもよいし、例えば、環境データＤＢ５２に花粉の種別が
記録されている場合には、値ｆとしてそれらの情報に応じて変動する変動値を用いてもよ
い。なお、生成部４４は、ステップＳ３０の判断を行わないこととしてもよい。この場合
、ステップＳ３２では、花粉飛散情報が少ない、多い、非常に多い、猛烈に多い、などの
段階に応じた値をスコアに加算することとしてもよい。
【００５０】
　ステップＳ３４では、生成部４４が、環境データＤＢ５２の室内温度情報を参照して、
室内温度が所定範囲Ｇ外であるか否かを判断する。なお、所定範囲Ｇとしては、人が快適
に過ごせる温度範囲、例えば、２０℃以上２８℃以下などの範囲とすることができる。こ
こでの判断が肯定された場合には、ステップＳ３６に移行し、否定された場合には、ステ
ップＳ３６を経ずにステップＳ３８に移行する。
【００５１】
　ステップＳ３６に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｇを加算する。室温が快適
に過ごせる温度で無い場合、感染症の流行可能性が高いといえるからである。また、生成
部４４は、生成データＤＢ５４のエアコンの欄に「ＯＮ」を入力する。この場合の値ｇは
固定値であってもよいし、温度に応じて変動する変動値であってもよい。ステップＳ３６
の処理が終了するとステップＳ３８に移行する。
【００５２】
　ステップＳ３８では、生成部４４が、環境データＤＢ５２の室外温度情報を参照して、
室外温度が所定範囲Ｈ内であるか否かを判断する。なお、所定範囲Ｈは、感染症が流行し
やすい温度範囲（例えば、１０℃以下や、３５℃以上など）であるものとする。ここでの
判断が肯定された場合には、ステップＳ４０に移行し、否定された場合には、ステップＳ
４０を経ずにステップＳ４２に移行する。
【００５３】
　ステップＳ４０に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｈを加算する。この場合の
値ｈは固定値であってもよいし、温度に応じて変動する変動値であってもよい。ステップ
Ｓ４０の処理が終了するとステップＳ４２に移行する。
【００５４】
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　ステップＳ４２では、生成部４４が、環境データＤＢ５２の室内湿度情報を参照して、
室内湿度が閾値Ｉ以下であるか否かを判断する。なお、閾値Ｉは、感染症が流行しやすい
湿度の上限（例えば、３５％など）であるものとする。ここでの判断が肯定された場合に
は、ステップＳ４４に移行し、否定された場合には、ステップＳ４４を経ずにステップＳ
４６に移行する。
【００５５】
　ステップＳ４４に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｉを加算する。湿度が低い
ほど、感染症の流行可能性が高いといえるからである。また、生成部４４は、生成データ
ＤＢ５４の加湿器の欄に「ＯＮ」を入力する。なお、値ｉは固定値であってもよいし、室
内湿度に応じて変動する変動値であってもよい。ステップＳ４４の処理が終了するとステ
ップＳ４６に移行する。
【００５６】
　ステップＳ４６では、生成部４４が、環境データＤＢ５２の室外湿度情報を参照して、
室外湿度が閾値Ｊ以下であるか否かを判断する。なお、閾値Ｊは、感染症が流行しやすい
湿度の上限（例えば、３５％など）であるものとする。ここでの判断が肯定された場合に
は、ステップＳ４８に移行し、否定された場合には、ステップＳ４８を経ずにステップＳ
５０に移行する。
【００５７】
　ステップＳ４８に移行した場合、生成部４４は、スコアに値ｊを加算する。なお、値ｊ
は固定値であってもよいし、室外湿度に応じて変動する変動値であってもよい。ステップ
Ｓ４８の処理が終了するとステップＳ５０に移行する。
【００５８】
　ステップＳ５０では、生成部４４が、スコアが基準値Ｋ以上か否かを判断する。ここで
、基準値Ｋは、感染症が流行しやすくなる目安の値であり、例えば、過去の実績やシミュ
レーションの結果などに基づいて設定する値であるものとする。このステップＳ５０の判
断が肯定された場合には、ステップＳ５２に移行し、否定された場合には、ステップＳ５
２を経ずにステップＳ５４に移行する。
【００５９】
　ステップＳ５２では、生成部４４が、生成データＤＢ５４の空気清浄機の欄に「ＯＮ」
を入力する。また、生成データＤＢ５４の注意情報報知の欄に「要」を入力する。ステッ
プＳ５２の処理が終了するとステップＳ５４に移行する。
【００６０】
　ステップＳ５４では、生成部４４が、生成データＤＢ５４の空欄への入力を行う。この
場合、生成部４４は、「日時」の欄には、環境データＤＢ５２に記録されている最新の日
時や、現在の日時などを入力する。また、生成部４４は、「スコア」の欄には、スコアの
最終値を入力する。また、生成部４４は、「空気清浄機」、「加湿器」、「エアコン」の
空欄には、ＯＦＦを入力し、「注意情報報知」の空欄には、「不要」を入力する。
【００６１】
　以上の処理が終了すると、図６、図７の全処理が終了する。なお、図６、図７の各判断
（Ｓ１０、Ｓ１４、Ｓ１８、Ｓ２２、Ｓ２６、Ｓ３０、Ｓ３４、Ｓ３８，Ｓ４２，Ｓ４６
）の順番は任意である。したがって、図６、図７の各判断の順番を入れ替えてもよい。ま
た、一部の判断を行わないこととしてもよい。このように判断の一部を省略した場合には
、図１の構成要素のうち不要となる構成要素を省略してもよい。例えば、ステップＳ１８
を省略した場合には、赤外線カメラ１８ａを省略してもよい。
【００６２】
　制御部４６では、図６、図７の処理により生成された生成データＤＢ５４に基づいて、
被制御機器６０（空気清浄機、加湿器、エアコン）を制御する。また、生成データＤＢ５
４の注意情報報知の欄が「要」となっている場合には、制御部４６は、スピーカを用いて
、例えば“感染症が流行しているか、感染症が流行する兆しがあります。手洗いやマスク
着用など感染対策を講じてください”などのメッセージを学校内に放送する。なお、制御
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部４６は、例えば、職員室に設けた情報入出力部１０のスピーカ１４から、学級閉鎖の検
討を促すアナウンスを教職員に対して行うこととしてもよい。また、生成データＤＢ５４
の注意情報報知の欄が「要」となっている場合には、空気清浄機やエアコンのフィルタの
清掃や、特定音の数（回数）が多かった場所の清掃（特に手すりやドアノブなどの清掃）
を報知したり、マスク、消毒用アルコール、うがい薬などの備品の購入を報知してもよい
、これらの報知は、ネットワーク８０を介して各家庭のパソコンや、携帯機器に対して行
ってもよい。
【００６３】
　以上、詳細に説明したように、本実施形態によると、特定音抽出部３４が、マイク１２
が集音した音から身体からの生理的な音（咳、くしゃみ、鼻をすする音、鼻をかむ音など
）を抽出し、生成部４４が特定音抽出部３４の抽出結果に基づいて、集団の体調情報（学
校内で感染症が流行する可能性の情報）を生成する。このように、身体からの生理的な音
に基づいて感染症の流行を予測することで、感染症の流行予防のための適切な処置（被制
御機器６０の制御や、スピーカ１４を用いたアナウンスなど）を行うことが可能である。
これにより、感染症の拡大を抑制することが可能となる。
【００６４】
　また、本実施形態によると、特定音抽出部３４が、マイク１２が集音した音から身体か
らの生理的な音（咳、くしゃみ、鼻をすする音、鼻をかむ音）を抽出し、環境データ抽出
部４２が、環境に関する情報（感染症流行情報、花粉飛散情報、室内外の温湿度）を抽出
し、これらの抽出結果を生成データＤＢ５４及び環境データＤＢ５２に格納する。これに
より、生成データＤＢ５４及び環境データＤＢ５２に基づいた感染症の流行予防のための
適切な処置を講じることが可能である。
【００６５】
　また、本実施形態では、画像取得部３６が、マイク１２が集音している範囲の少なくと
も一部を撮像する撮像装置１６から画像を取得するので、生理的な音のほか、画像を考慮
して、感染症の流行予防のための適切な処置を講じることが可能である。この場合、特定
画像抽出部３８は、画像からマスク着用に関する情報（マスクの着用数、着用率など）を
抽出するので、マスク着用に関する情報に基づいた、感染症の流行予防のための適切な処
置を講じることが可能である。また、撮像装置１６が赤外線カメラ１８ａを含んでおり、
体温抽出部４０は、赤外線カメラ１８ａにより撮像された画像から抽出される人の体温に
関する情報を抽出するので、体温の高い人の数や割合に基づいた、感染症の流行予防のた
めの適切な処置を講じることが可能である。
【００６６】
　また、本実施形態では、身体からの生理的な音のパターン（特徴）を格納するパターン
テーブル５０を備え、特定音抽出部３４は、パターンテーブル５０に格納されているパタ
ーン（特徴）を用いて、身体からの生理的な音を抽出する。これにより、マイクで集音さ
れた音のデータから、身体からの生理的な音を簡易かつ適切に抽出することができる。
【００６７】
　また、本実施形態では、環境データ抽出部４２が、マイク１２が集音している範囲又は
当該範囲の近傍の情報（感染症流行情報、花粉飛散情報、及び気温情報、湿度情報）を情
報提供装置７０から取得するので、当該情報に基づいた、感染症の流行予防のための適切
な処置を講じることが可能である。
【００６８】
　また、本実施形態では、制御部４６が、生成部４４により生成される生成データＤＢ５
４に基づいて、被制御機器６０を制御するので、自動的に、生成データＤＢ５４の内容に
基づいた感染症の流行予防のための処置を行うことができる。
【００６９】
　また、本実施形態では、環境データ抽出部４２が、学校内（室内）と学校外（室外）の
温度や湿度を取得して、環境データＤＢ５２に格納するので、当該情報に基づいた、感染
症の流行予防のための適切な処置を講じることが可能である。



(12) JP 2013-176471 A 2013.9.9

10

20

30

40

50

【００７０】
　なお、図７、図８の処理は、一例である。すなわち、生成部４４は、特定音抽出部３４
、特定画像抽出部３８、体温抽出部４０、及び環境データ抽出部４２のデータを種々の方
法で解析することができる。例えば、生成部４４は、各データを種類毎に別々に評価して
、評価結果をレーダチャートなどに記録し、当該レーダチャート上の図形の面積や形状な
どから、感染症の流行可能性を解析するようにしてもよい。また、各データの変化（増加
傾向や減少傾向など）を解析して、感染症の流行可能性を判断してもよい。また、花粉飛
散量が多い場合はマスクを着用する人が多いため、マスク着用率からは感染症の流行可能
性を判断できない場合もある。このように、データ間に相関関係が有るような場合には、
当該相関関係を考慮した分析を行うこととしてもよい。
【００７１】
　なお、上記実施形態では、学校内を複数ブロックに分けて、各ブロック毎にスコアを算
出するようにしてもよい。例えば教室ごとにブロックを分ければ、クラス毎に、感染症の
流行可能性を解析することができるので、学級閉鎖を行うか否かの判断を適切に行うこと
ができる。また、各階ごとにブロックを分けることで、例えば学年毎に感染症の流行可能
性を解析することが可能となる。
【００７２】
　なお、上記実施形態では、環境データ抽出部４２が、学校の外の気温を情報提供装置７
０から取得する場合について説明したが、これに限られるものではない。例えば、校舎の
外に温度計（エアコンの室外機に設置されている温度計や百葉箱の温度計など）がある場
合には、環境データ抽出部４２は、当該温度計の検出値を取得することとしてもよい。
【００７３】
　なお、上記実施形態では、情報入出力部１０にスピーカ１４を設け、当該スピーカ１４
を用いた報知を行う場合について説明したが、これに限らず、学校内に設置されている既
存のスピーカを用いて報知することとしてもよい。この場合、情報入出力部１０のスピー
カ１４を省略することとしてもよい。
【００７４】
　なお、上記実施形態の情報入出力部１０を会社に設置する場合には、感染症の流行可能
性に基づいて、自宅勤務を促すアナウンスを行うなどすることができる。
【００７５】
（変形例）
　以下、図９に基づいて変形例について説明する。
【００７６】
　図９（ａ）は、携帯端末２００の概要図であり、図９（ｂ）は携帯端末２００のブロッ
ク図である。本変形例では、携帯端末２００により、携帯端末２００のユーザが生理的な
特定音を発するときの加速度を検出することにより、ユーザが特定音を発生した回数を記
録するものである。
【００７７】
　携帯端末２００は、ディスプレイ２１０、タッチパネル２２０、カレンダ部２３０、マ
イク２４０、スピーカ２５０、通信部２６０、センサ部２７０、フラッシュメモリ２８０
、及び制御部２９０を有する。なお、携帯端末２００は、これに加えて、撮像部や通話部
などを有していてもよい。
【００７８】
　ディスプレイ２１０は、画像、各種情報およびボタン等の操作入力用画像を表示するも
のであり、例えば液晶表示素子を用いたデバイスである。タッチパネル２２０は、ユーザ
が触れたことに応じて情報を入力する。
【００７９】
　カレンダ部２３０は、年、月、日、時刻といった時間情報を取得して、制御部２９０に
出力する。さらに、カレンダ部２３０は、計時機能を有する。
【００８０】
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　マイク２４０は、図９（ａ）に示すように、ディスプレイ２１０の下方に設けられてお
り、音声を収集するものである。スピーカ２５０は、図９（ａ）に示すように、ディスプ
レイ２１０の上方に設けられ、音声を出力するものである。
【００８１】
　通信部２６０は、各種の接続規格を採用することができ、他の携帯端末や上述した情報
処理装置３０と通信するものである。
【００８２】
　センサ部２７０は、各種センサを有しており、本変形例においては、ＧＰＳ（Global P
ositioning System）モジュール２７２、加速度センサ２７４を有している。ＧＰＳモジ
ュール２７２は、携帯端末２００の位置（例えば緯度および経度）を検出するセンサであ
る。加速度センサ２７４は、圧電素子や歪ゲージなどを用いることができる。本変形例で
は、加速度センサ２７４は、ユーザが生理的な特定音を発するときの加速度を検出するも
のである。なお、この加速度センサ２７４の軸数は１軸から３軸の間で任意に設定するこ
とができる。特定音が咳であるとすると、咳をした際には、体において例えば特開平９-
９８９６４号公報に記載されているように特定の加速度成分が検出される。ユーザが業務
中や授業中であれば、携帯端末２００はポケット（例えば胸ポケット）に収納されている
ことが多いため、ユーザが咳をしたときには加速度センサ２７４により特定の加速度が検
出されることになる。本変形例では、咳をした際の特定の加速度を検出した回数や、日時
、場所を後述のフラッシュメモリ２８０に記憶させるとともに、ディスプレイ２１０に表
示したり、スピーカ２５０から音声案内する。なお、特定の加速度は、実験によりその周
波数を特定すればよい。なお、ユーザが咳をする際の特定音をマイク２４０により検出す
るようにしてもよい。
【００８３】
　フラッシュメモリ２８０は、各種プログラムや、データを記憶する不揮発性のメモリで
あり、上述のようにユーザが特定音を発したときの状況を記憶するものである。
【００８４】
　制御部２９０は、ＣＰＵを有し、携帯端末２００全体を制御するものである。本変形例
によれば、ユーザが特定音を発したときの様子を特段の操作なしに記憶することができる
。また、例えば、このデータを携帯端末２００から情報処理装置３０に提供することによ
り、どのエリアでどのような感染症が発生しているかという情報を共有することができる
。なお、この携帯端末２００を子供に持たせた場合には、子供が外出しているときの様子
を取得でき、親が子供の健康状態を把握することも可能である。
【００８５】
　上述した実施形態および変形例は本発明の好適な実施の例である。但し、これに限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変形実施可能であり、
実施形態と変形例とを適宜組み合わせることも可能である。
【符号の説明】
【００８６】
　　１２　マイク
　　１６　撮像装置
　　１８ａ　赤外線カメラ
　　１８ｂ　カメラ
　　３４　特定音抽出部
　　３６　画像取得部
　　３８　特定画像抽出部
　　４０　体温抽出部
　　４２　環境データ抽出部
　　４４　生成部
　　４６　制御部
　　５０　パターンテーブル
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　　５１　特定音データＤＢ
　　５２　環境データＤＢ
　　６０　被制御機器
　　７０　情報提供装置

　

【図１】 【図２】



(15) JP 2013-176471 A 2013.9.9

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(16) JP 2013-176471 A 2013.9.9

【図７】 【図８】

【図９】



(17) JP 2013-176471 A 2013.9.9

10

フロントページの続き

(72)発明者  本橋　武男
            東京都千代田区有楽町１丁目１２番１号　株式会社ニコン内
(72)発明者  松村　光子
            東京都千代田区有楽町１丁目１２番１号　株式会社ニコン内
(72)発明者  小野　広起
            東京都千代田区有楽町１丁目１２番１号　株式会社ニコン内
(72)発明者  関口　政一
            東京都千代田区有楽町１丁目１２番１号　株式会社ニコン内
Ｆターム(参考) 4C117 XA07  XB12  XC40  XE23  XE29  XE43  XE48  XE52  XH16  XH17 
　　　　 　　        XH18  XJ01  XJ03  XJ09  XJ46  XK09  XQ16  XR16  XR18 



专利名称(译) 情报处理装置

公开(公告)号 JP2013176471A 公开(公告)日 2013-09-09

申请号 JP2012042489 申请日 2012-02-28

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社尼康

申请(专利权)人(译) 尼康公司

[标]发明人 久保田幸雄
江島聡
本橋武男
松村光子
小野広起
関口政一

发明人 久保田 幸雄
江島 聡
本橋 武男
松村 光子
小野 広起
関口 政一

IPC分类号 A61B5/00

FI分类号 A61B5/00.102.B

F-TERM分类号 4C117/XA07 4C117/XB12 4C117/XC40 4C117/XE23 4C117/XE29 4C117/XE43 4C117/XE48 4C117
/XE52 4C117/XH16 4C117/XH17 4C117/XH18 4C117/XJ01 4C117/XJ03 4C117/XJ09 4C117/XJ46 
4C117/XK09 4C117/XQ16 4C117/XR16 4C117/XR18

代理人(译) 片山修平
横山照雄

外部链接 Espacenet

摘要(译)

摘要：要解决的问题：提供一种能够进行适当处理以防止传染病流行的
信息处理器。解决方案：信息处理器包括提取单元34，其从声音获取设
备12获取的声音和从其生成的生成单元44中提取来自身体的生理声音
（喷嚏，咳嗽，鼻涕和鼻子吹出的声音）。基于提取单元的提取结果，
关于组的物理条件的信息。还可以提供用于从成像装置16捕获图像的图
像捕获单元36，该图像捕获声音获取装置获取声音的范围的至少一部分
的图像。在这种情况下，还可以提供用于提取关于佩戴掩模的信息的图
像提取单元38，其是从由图像捕获单元捕获的图像获得的。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d650fafa-4f4a-4b4c-896f-3ef88129d637
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/049268802/publication/JP2013176471A?q=JP2013176471A

